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はじめに                               

〇 Society5.0と呼ばれる新しい時代においては、「クリエイティブに価値創出ができる時代」と 

「AI等の先端技術の高度化により今ある多くの職業がなくなる時代」という相克する未来像が示 

されています。予測困難で変化の激しい時代に柔軟に対応できる人材の育成が求められる中、幼 

稚園、保育所、認定こども園等の就学前教育施設において子どもの生きる力の基礎となる資質・ 

能力の育成は必須となります。 

 

〇 そのためには、既存の就学前教育施設ごとの枠組みに囚われることなく、子どもにどのような 

力を育むと幸福に生きることができるようになるのか、保育者をはじめとする子どもに関わる大 

人がどのような専門性を発揮すると子どもの育ちを自身の幸せと感じながら子どもの成長を促 

すことができるようになるのか、といった問いに向き合っていくことが求められています。 

 

〇 本県における就学前教育は、これまで就学前教育施設ごとに、保育者をはじめとする関係者が 

それぞれの専門性を発揮しながら、教育・保育の充実に取り組んできたところです。 

 

〇 各就学前教育施設の関係者がこれまで培ってきた専門性を共有財産として共に学び合うとと 

もに、現代の就学前教育が抱える諸課題に対して、連携・協働しながら対応していくことで、全 

県が一丸となって就学前教育の質を向上させていく必要があります。 

 

〇 施設種や組織の枠組みを超えた一体的推進体制の構築の足掛かりとして、令和２年度に「岩手 

県幼児教育推進連携会議」を設置し、本県のよりよい幼児教育推進体制の在り方、今後の教育・ 

保育の方向性について検討を重ね、今回、就学前教育推進体制の構築及び教育・保育の質向上に 

向けた取組に係る振興プログラムとして「いわて就学前教育振興プログラム」を策定しました。 

 

〇 本プログラムをとおして、就学前教育の関係機関の連携が強化され、本県における就学前教育 

の質の向上が図られることで、就学前教育施設において子どもの生きる力の基礎となる資質・能 

力が育成されることを期待します。 
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